
第 13 回愛媛大学教職員作品展企画 「気軽に俳句を詠んでみよう」 
学長賞 特選（10 句） 

番 季語 句 所属等 氏名／ペンネーム 

1 秋祭り 秋祭り船に揺られるのぼりかな 附属高 3 年 谷田 任 

2 野菊 戻れない一つの季節野菊咲く 附属高 2 年 古谷 沙紀 

3 野菊 帰り道色どるように野菊咲く 附属高 1 年 無記名 

4 秋祭り 秋祭り終ってさみしい帰り道 附属中 1 年 山﨑 太輝 

5 案山子 かおだけのかかしがならぶいなほみち 特別支援 高 須賀 晴美 

6 秋祭り はっぴ着て石段かける秋祭り 附属小 5 年 長曽我部 茜 

7 野菊 石手寺を揺れて野菊の遍路行く 教職員 宇都宮 美恵 

8 彼岸花 曼珠沙華思い出の道辿りつつ 教職員 吉田 裕子 

The spider spins its web on the spiderlily on a sunny day 
9 彼岸花 

彼岸花に巣を張る蜘蛛に 陽の射して 
留学生 

Belard Florante 
Cadaweng 

10 さわやか 森林のマイナスイオン気持ちいい 留学生 李 香蘭 

 
入選（34 句） 

1 秋祭り 友達と仲直りした秋祭り 附属高 2 年 本邑 慎悟 

2 案山子 夜の道視線を感じる案山子の目  附属高 2 年 田中 創士 

3 秋祭り 想う人必死で探す秋祭り 附属高 2 年 井上 理沙子 

4 秋祭り 天守閣古今見守る秋祭り 附属高 1 年 東 佳生 

5 秋祭り 秋祭り私を迎える太鼓の音（ね） 附属高 1 年 FUZOKU 

6 野菊 道ばたに小さな命野菊かな 附属高 1 年 キイロ 

7 案山子 手作りの案山子が並ぶ田舎道 附属中 1 年 曾我部 佳澄 

8 秋祭り 金木犀あちこち香る秋祭り 附属中 1 年 田島 芽森 

9 案山子 弟の白いぼうしと案山子かな 附属中 1 年 山本 菜生 

10 秋祭り 秋祭りみこしに集う友の顔 附属中 1 年 片岡 桃子 

11 秋祭り 秋祭りみこしの声と人の声 附属中 2 年 清水 貴瑠奈 

12 秋祭り アルバムや僕の二才の秋祭り 附属中 2 年 山田 雅智 

13 案山子 おそろいの帽子をかぶる案山子かな 附属中 3 年 瀧 郁美 

14 柿 青柿食べた犯人ハクビシン 特別支援 高 1 片山 綾 

15 案山子 胸いっぱい深呼吸する案山子かな 附属小 5 年 児島 大誠 



16 野菊 石ころをけったその先咲く野菊 附属小 6 年 門田 結芽 

17 秋祭り 秋祭りみこしぶつかりひとのうず 附属小 5 年 松村 愛梨 

18 秋祭り 長老の耳たぶ太き秋祭り OB 宍野 宏治 

19 案山子 稲田守る同志の如く案山子立つ OB 哲斉 

20 秋祭り 年休も全てはこのため秋祭り 教職員 加藤 明浩 

21 秋祭り 秋祭り朝一番の刻太鼓 教職員 藤田 英之 

22 案山子 山間の田んぼに陣取る案山子かな 教職員 二宮 忠亀 

23 柿 一草の庵夕日に柿ひとつ 教職員 秋津 

24 案山子 色褪せて肩に疲れの案山子かな 教職員の家族 佐智子 

25 柿 身の程を知ってか知らずか柿ゆらり 学生 4 回生 池田 浩之 

26 秋祭り ほのかなる紅はゆれるか秋祭り 学生 井手上 祐子 

High in the mountains flower is windly bleeding its roots 

carry death... 27 彼岸花 

山の彼岸花 根に猛毒宿し 血を流すかに咲く 

留学生 Jan spevak 

28 蝉 茶花積み竹山荘へ蝉鳴く中 留学生 千 靖艶 

29 秋の風 花の群れ目を閉じて聴く秋の風 留学生 柏 彦怜 

30 秋の空 秋の空友人とともに山歩き 留学生 孫 玉梅 

31 蝉 蝉の声世界の笑顔竹山荘 留学生 叢 娜 

32 彼岸花 山里の日差しやわらか曼珠沙華 一般 佐野 宗知 

33 秋草 せせらぎに留学生と秋草積む 一般 烏谷 宗敬 

34 彼岸花 万歳の自分と重ねる彼岸花 学生 4 回生 眞鍋 佳津子 

 


